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鵬
聾
編

生
育
基
盤
材
に
再
利
用

【
佐
賀
】
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル
協

会

（原
裕
理
事
長
）
は
３０
日
、

「
Ｆ
Ｗ
Ｇ
ウ

ッ
ド
チ

ッ
プ
エ
法
」

の
現
場
見
学
会
を
開
催
川
写
真

Ｈ
し
た
「

見
学
会
に
は
福
岡
市
や
田
川

土
木
事
務
所
、

佐
賀
土
木
事
務

所
な
ど
福
岡
、

佐
賀
の
官
公
庁

職
員
、

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
の
技
術
者
ら
約
５０
人
が
参

加
し
、

福
岡
県
五
ヶ
山
グ
ム
建

設
事
務
所
発
注
の

「
付
書
国
道

３
、８

５
号
法
面
対
策
工
事
」
の

施
工
現
場
を
見
学
し
た
。

現
場
見
学
会
に
先
立
ち
、

那

珂
川
町
の
ミ
リ
カ
ロ
ー

デ
ン
那

珂
川
で
、

ガ
ラ
ス
廃
材
を
再
利

用
し
た
新
素
材
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル

の
特
性
や
効
果
、

工
な
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、

原
理
事
長
は

「
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル
は
軽
量
か

つ

強
固
な
特
性
を
持
ち
、

保
水

材
、

ろ
過
材
、

骨
材
、

地
盤
改

良
材
な
ど
と
し
て
利

用
で
き

る
。

現
在
、

環
境
緑
化
や
環
境

土
木
、

水
環
境
の
分
野
で
１６
の

工
法
を
提
案
し
て
お
り
、
ヤ
今
後

も
新
工
法
の
開
発
を
進
め
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
話
し
た
。

今
回
、

現
場
見
学
会
を
開
い

た

「
Ｆ
Ｗ
Ｇ
ウ

ッ
ド
チ

ッ
プ
エ

法
」
は
、

法
面
工
事
で
伐
採
し

た
木
材
を
現
地
で
チ

ッ
プ
化

し
、

生
育
基
盤
材
と
し
て
再
利

用
す
る
も
の
。

伐
採
し
た
ば
か

り
の
木
材
は
、

乾
燥
し
て
い
る

た
め
に
そ
の
ま
ま
現
地
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

同

工
法
で
は
吸
水
性
、

保
水
性
に

優
れ
る
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル
を
混
合

す
る

こ
と
で
そ
れ
を
可
能
と

し
、

木
材
を
運
び
出
す
コ
ス
ト

が
削
減
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ

る
。説

明
会
の
あ
と
、

参
加
者
は

同
工
法
を
採
用
し
て
い
る
施
工

現
場
に
移
動
し
、

２５

ｍｍ
に
破
砕

し
た
チ

ッ
プ
に
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル

と
肥
料
な
ど
を
混
合
さ
せ
た
生

育
基
盤
材
を
吹
き
付
け
る
様
子

を
見
学
。

現
場
で
は
施
工
者
の

不
ニ
グ
ラ
ウ
ト
エ
業
の
古
里
昌

士
工
事
係
長
が
施
工
手
順
な
ど

を
説
明
し
、

参
加
者
は
余

っ
た

場
合
の
木
材
の
利
用
法
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
た
。

＝
福
岡
・佐
賀
か
ら
５０
人
が
参
加
＝

北九州支局 TEL093(921)5011
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